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1ロｰカルニュｰスI

十勝岳の爆発

佐藤博之

6月30日朝のラジオニュｰス･新聞･テレビはいっせ

いに前日29目22時30分ごろ十勝岳大正火口(迦称新噴)

が大正15年以来37年振りに爆発し死者4･行方不明1

負傷12人を出したことを報じた.つい先ごろ焼岳が爆

発して火山の噴火が話題となっていたおりからかつ

て泥流を生じてばく大な被害をもたらした過去をもつ

この山の爆発のなりゆきは一般の注目をあびた.

その日さっそく爆発状況視察を命ぜられ出発現地の

芙瑛駅におりたのは21時50分だった.十勝岳頂上近く

の火口から立ちのぼる火柱は駅から災害対策本部に向

かって行くちょうど真正面にあかあかと輝いていた.

十勝岳の爆発の歴史としては約100年前からの記録

があるにすぎないが明治20年･22年･大正15年･昭和

2年｡3年一1年･12年･27年と火山活動が認められ

気象庁からは全国危険火山13のうちの1つとして指定さ

れていた.今回爆発した大正火口(実際にはそれより少

ひく.ち

し南西側)では従来磯部硫黄KKが火口硫黄(火口壁か

らの硫鼓ガスを煙道で導き冷却滴下させた硫裁)を採取して

いたがここ数年来噴煙の状況が強まっておりとくに

この1･2ヵ月の間に地震が多く火口付近にき裂が生

じるという状況になったので去る6月27日に気象台

と北海道大学とで調査したばかりであったという.

十勝岳の噴煙

当口は硫黄鉱山の作業員14人と気象台の観測員2人が

火口付近の採掘小屋に泊まっていたが22時30分過ぎ

｢ドカｰ;/という音がしたと思ったら直径1～2メｰトルも

ある火山弾が降ってきました･建物を飛び出した友だちはア

ゾという間もなく降ってきた火のかたまりの下敷きになってし

まって｣(北海新聞記事より)そ1して死者4人行方不明1人

を山し残った人たちは物かけで難を避け爆発が一時

おさまるのを待って負傷したからだをいたわりながら

下山したという.火山弾の大きさについては気象台

の観測員はrわからない｣と述べている.第1回の爆

発は23時55分まで連続したらしい.(札幌管1〆気難台.十

勝睡燥雅速報)

6月30口2時45分第2回の爆発が始まり火柱が500

～700メｰトル垂直にのぼり噴煙はユ0,000～12,000メｰ

トルにたっし夜明けと共に札幌からもみることができ

繊1爵の･災
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1926年(大正15年)5月2411+勝岳災害図

(佐藤文止地質調査所報告第95号による)

た.噴煙は9～111時を最盛期として131時30分ころか

ら次第に弱まって高度も低くなった.

その晩23時過ぎ北海道大学の調査班に加わりマイク

ロバスで少しでも近くへと白金温泉へ向かったが温泉

の約3キロメｰトル手前には自衛隊警察消防団に

よる厳重なバリケｰドがきずかれ一歩も中に入ること

ができずただ望遠観測ができるのみだった.このも

のものしい警戒も白金温泉からの緊急避難もじつはお

おいに理由があるのであって十勝岳の大正15年の噴火

の実状を身をもって知っている地元の人にとってはこ

のバリケｰド地点でさえも近すぎると思われたことで

あろう.ここで大正ユ5年当1馳)噴火をふりかえって

みることとしよう.

嚢

大正15年5月24日当時あたかも融雪期で山頂部の

深さ2～3メｰトルに達する雪は水で飽和していたとい

う.ちょうど1工時30分(あるいは12時30分ともいう)に第

1回の爆発があって少量の泥水を仰し出した.16時18

分の第2回の爆発は爆音･黒煙･雷鳴のごとき轟音を

伴い瞬時に大量の泥流を発生させて火口から2･5キ

ロメｰトル下方のやはり硫費を採掘していた鉱山の山

元事業所を破壊し美瑛川と當良野川とに沿って流下し

た泥流は富良野市街までの約24キロメｰトルをわずか

27分で流れ死者･行方不明144人を山し鉄道道床を

約2キロメｰトルにわたって流失させた.この泥流は

山元事業所付近では高さ約10メｰトル連さは28～57

メｰトル/秒と計算されいかにすさまじかったかが想

像される.当時爆発音を聞いた下方の事務所ではさ

っそく電話で山元の事業所に問い合わせたが応答した

鉱山長藤倉氏がr第2鉱一･.1と答えたきりで電話が

切れ2日後に受話器を握ったまま死体となって発見さ

れたという哀話も伝えられている.

この爆発後多くの人が調査研究をしその原因もい

ろいろと述べられた.いずれもが泥流の大部分を占め

た水については山頂から山腹部にあった積雪がとけた

ものとしている.爆発の直接原因について2･3あげ

てみると

③

渡瀬正三郎:地下水が地層111に飽不11しこの水が熱せ

られ岩石を分解して泥土を生じ火道にせんをした

ちょうど積雪多最で地下惨透水が多くこれが急激に蕉

鋭化した

蘭串館秀五:熔岩が火道を上堺し1.L1体1いの俄娩が

地γで溶繊し溶融倣戯瀞を作りわこ扱い二融雪水

が灘滋し水紙餓紀化して燦擬しオこ

0.5～2.0分閉隔に嚇丑鯉があがる(;1ヒ大犬揚与悲"氏寺最影)

十勝旺登山適はジｰプのパリケｰ'で厳重に交通止め�
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十勝岳爆発対策本都

③多田文男･津屋弘達:火道を上昇してきた岩波が融

雪により増加した地下水を水蒸気化し極点にたっして

hotマ｡1canicava1ancheを発生させた

話をもとにもどしてバリケｰドから火柱を望遠鏡で

みると高さは150～200メｰトルあまりであろうか灼

熱した岩塊がさかんにほぽ垂直にほうり上げられて

は落下するのがよく見えた.この火のかたまりは旧山

体の岩屑かそれとも初生的溶岩塊かの議論がわいたが

落下の様子からしておそらく初生的火山弾が出ている

に違いないとの結論になった.全くそばに近寄ったり

放出物を直接手にすることができずに望遠観測のみと

いう歯がゆさを感じたがr地中海の燈台｣と呼ばれ

世にも名高いイタリアのストロンボリ火山はおそらく

このようなもんだろうと時間のたつのも忘れてやぶ

蚊にさされながら見入り宿に帰ったのは午前2時過ぎ

であった.

翌7月1日朝噴煙の高さをト

火口硫鼓の採取状況(昭和31年五一ト嵐技官撮影)

った.

7月2日朝美瑛町を辞して帰庁したが今回の噴火

は6月29日22時半遇ぎの前駆的爆発と3時間後の30

日2時45分ごろの本格的爆発のブルカノ型に始まりそ

の後は連続的噴火をくり返すストロンボリ型が続いてお

りおそらく泥流を伴うことはないであろうが長い休

止後の活動であること連続的な黒煙の発生状況からみ

て比較的長期間噴火が続くのではないかと予想された.

またこの状況が乱れた時には再び激しいブルカノ型爆

発が起こる可能性もあり今後長期にわたり警戒する必

要があるものと考えられる｡

噴火に伴う火山灰は西風に乗って道東一帯に散布し

ずく東にある十勝のトラムウシ地区では亜硫酸ガスの

ため住民は4日から避難しなければならなくなった･

山にはまだ5人の遺体が埋もれている.噴火の影響は

意外に広く長びくようである.

(箪噺は北海道支所地質課)

ランシットで測ると約3,000メｰ

トルであると測定された.火山

弾がしきりに前十勝の斜面に落ち

時折り白煙が上がるのは｢ハイマ

ツ｣がくすぶっているのであろう

か.爆発は0.5～2.0分間隔に大

きいのがありこのことはいった

ん高く上がって横に流れる噴煙が

ある間隔をおいて塔が並んでいる

ようになっていることでもよく読

み取れる.10時頃から山頂に何

か黒いものが流下したように1条

の伽が見えたが泥流なのか溶岩

なのかついに最後までわからなか

トムウンにおける火山灰

(昭和37年7月1同北大西村豪揮影)�
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昭和2i年から昭和37年までに発行Lた地質図幅
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あとがき

･明治15年(1882)地質調査所が創立されてから本年でちょうど80周年を

迎えました地質調査所ではこれを記念して来る11月2日東京

都千代田区平河町にある都市センタｰホｰルで盛大な記念式典を挙行

すると共に各種記念事業を計画実施巾であります

1木引壮く1こ記念母として兼子所長のr地質調査所創立80周年を記念

む父､{泌徽鰍鰯鯛裁勢雌の歴史喬国の地質図についてそのほか

泌衡簸婁メｰの汰濡記録など.を集めてみました

1奮己念蔀幾伽虫菱批して鍬欝版型｢地下の科学｣叢簿を発行することはす

刷こ書瑚篶嫁し災い洲でありますがその第一集として｢u本の地下

水｣を繁幾分搬微で予榊11ですなお限定出版ですからお早めにご

予約…1㍗義ふう婁浦葦も叱窒すとくに地質二一ス年飯め読育には特

拠撚こさい重す(里逐)
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